
} 当事業年度における当該資産除去債務の総額の増減

期首残高 152¶506千円

有形固定資産の取得に伴う増加額 `

時の経過による調整額 2¶587千円

資産除去債務の履行による減少額 `

その他増減額（�は減少） `

期末残高 155¶094千円
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また、特定の償却資産（国立大学法人会計基準第84）及び資産除去債務に対応する特定の除去
費用等（国立大学法人会計基準第89）に係る減価償却相当額については、損益外減価償却累計額
として、減損損失相当額については、損益外減損損失累計額として、資本剰余金から控除して表
示しております。

] 無形固定資産
定額法を採用しております。
なお、法人内利用のソフトウェアについては、法人内における利用可能期間（５年）に基づい
ております。

３．徴収不能引当金の計上基準
債権の貸倒による損失に備えるため、一般債権については貸倒実績率により、貸倒懸念債権等に
ついては個別に回収可能性を検討し、回収不能見込額を計上しております。
４．賞与引当金及び見積額の計上基準
賞与について、翌期以降の運営費交付金により財源措置がなされるものについては、賞与引当金
は計上しておりません。翌期以降の運営費交付金により財源措置がなされないものについては、教
職員に支給する賞与に備えるため、支給見込額のうち、当事業年度に帰属する額を計上しておりま
す。
なお、国立大学法人等業務実施コスト計算書における引当外賞与増加見積額は、当事業年度末の
引当外賞与見積額から前事業年度末の同見積額を控除した額を計上しております。
５．退職給付に係る引当金及び見積額の計上基準
退職一時金については、運営費交付金により財源措置がなされているため、退職給付に係る引当
金は計上しておりません。
なお、国立大学法人等業務実施コスト計算書における引当外退職給付増加見積額は、国立大学法
人会計基準第86第４項に基づき計算された退職一時金に係る退職給付引当金の当期増加額を計上し
ております。
６．有価証券の評価基準及び評価方法
満期保有目的債券 償却原価法（定額法）

７．たな卸資産の評価基準及び評価方法
たな卸資産（貯蔵品） 最終仕入原価法による原価法
医薬品及び診療材料 移動平均法による低価法
ただし、医薬品及び診療材料の評価方法については、たな卸資産管理のためのソフトウェアの
開発に相当の期間を要することなどから、ソフトウェアの開発が完了し、安定的な運用が可能と
なるまでは最終仕入原価法によることとしております。

８．国立大学法人等業務実施コスト計算書における機会費用の計上方法
\ 国等の財産の無償又は減額された使用料による貸借取引の機会費用の計算方法
地方自治体の財産規程及び同種施設の賃借料等を参考にしております。

] 政府出資等の機会費用の計算に使用した利率
10年利付国債の平成25年３月末の利回りを参考に0•560％で計算しております。

９．リース取引の会計処理
リース料総額が3¶000千円以上のファイナンス・リース取引については、通常の売買取引に係る

方法に準じた会計処理によっております。
10．消費税等の会計処理
消費税及び地方消費税の会計処理方法は、税込方式によっております。

11．その他
貸借対照表、損益計算書、キャッシュ・フロー計算書及び国立大学法人等業務実施コスト計算書
の記載金額は千円単位とし、表示単位未満については切捨て表示しております。

（注記事項）
１．貸借対照表関係
\ 利益剰余金のうち、法人移行時における固有の会計処理等に起因するもの
{ 国からの承継時において、附属病院の建物、構築物等の時価評価等により、借入金見合いの
資産の額が、当該借入金に係る債務負担額を下回っていたこと等によるもの
附属病院に関する借入金の元金償還額の累計 6¶406¶427千円
当該借入金により取得した資産の減価償却費の累計 2¶738¶291千円
利益剰余金に与える影響額（差引き） 3¶668¶135千円

| 国立大学法人等が獲得した附属病院収益と診療機器等に係る減価償却費見合いの資産見返物
品受贈額戻入が二重になっていることによるもの
法人移行時に国から承継した資産見返物品受贈額のうち、対応する資産の減価償却費が診
療経費に分類されるものに関する資産見返物品受贈額戻入額の累計 425¶574千円

} 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる未収附属病院収入のうち、国
からの出資でなく譲与としたことによるもの 476¶843千円

~ 国からの承継時において、附属病院の財産的基礎と考えられる医薬品及び診療材料について、
国からの出資でなく譲与としたことによるもの 312¶005千円
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4¶882¶559千円
] 担保資産

長期借入金 2¶839¶100千円（一年以内返済予定長期借入金190¶282千円を含む。）の担保に供し
ているものは次のとおりです。
土地 9¶777¶868千円

^ 債務保証の総額 2¶782¶992千円
_ 運営費交付金から充当されるべき賞与引当金の見積額 695¶487千円
` 運営費交付金から充当されるべき退職給付引当金の見積額 10¶653¶115千円
a 減損関係 該当ありません。
b 資産除去債務関係
{ 資産除去債務の概要
石綿障害予防規則等の規定に基づく建物のアスベスト除去義務、ダイオキシン類対策特別措
置法の規定に基づく焼却炉のダイオキシン除去義務、特定製品に係るフロン類の改修及び破壊
の実施の確保等に関する法律に基づくフロン除去義務、放射性同位元素等による放射線障害の
防止に関する法律の規定に基づく放射性同位元素等を使用している建物の放射線の除去義務及
び土地の賃貸借契約等に伴う原状回復義務であります。

| 資産除去債務の金額の算定方法
使用見込期間を取得から２年～46年と見積り、割引率は、0•43％～2•39％を使用して資産除

去債務の金額を計算しております。
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